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平成２7 年度物流分野における CO2削減ポテンシャル等の関する調査業務 

要     約 

 

本業務は、共同輸配送促進施策として同業種・異業種の出会いの場を提供する企業間マッチン

グシステムの重要性を取り纏めた平成 25 年度業務を引継ぎ、昨年度より２ヵ年に亘り遂行した

業務である。 

平成 26 年度は、15 社の荷主・物流事業者にご協力いただき新規に開発した検証用マッチン

グシステムの試行を約 2週間実施した。その成果として効果的かつ利便性の高いマッチングシス

テムのあり方を整理している。 

平成 27 年度は、平成 26 年度業務を引き継ぎ、より効果的かつ利便性の高いマッチングシス

テムのあり方を継続検討した。具体的には、昨年度の試行結果だけでなくモーダルシフトの活性

化も目的としたマッチングシステムの改修を行い、43 社の荷主・物流事業者にご協力いただい

た試行を約３ヵ月間実施した。 

また併せて、平成 28 年度以降の継続運用を見据えたマッチングシステムの運営組織の特性に

ついても整理をした。 

 

1. 検証用マッチングシステムの改修業務 
（1） 昨年度の試行結果を踏まえた改修 

昨年度業務では、15 社にご協力いただいた試行結果を踏まえ合計 34 項目の改修候補項目

を列挙/整理している。（詳細は本編の『第 2章』を参照頂きたい。） 

今年度は、34 項目の改修候補項目を、改修による期待効果、本業務の目的達成を踏まえた

重要度、更に改修要望の多さにて全項目の属性を整理し、『図表 1』に示す改修項目に絞り込ん

だ。 

 
図表 1 昨年度の試行結果を踏まえた改修項目 
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（2） モーダルシフトの活性化を目的とした改修 

本業務で目指す最終目標は、CO2削減を達成することにある。共同輸配送促進と同様に、鉄

道や船舶の活用が CO2 削減に大きな効果を発揮する事は周知の通りである。しかし現状の鉄

道・船舶の活用実態については、『図表 2』に示す通り未だ十分とは言えず、更なる拡充に向け

た取組みが必要である。 

      
        図表 2 鉄道・船舶の活用実態 

そこで異業種間の出会いとマッチングの可能性拡大を目的とし、鉄道/船舶のダイヤ情報閲覧

機能を新たに実装した。 

具体的にはマッチングシステムの輸送ネットワーク情報一覧に、JR 貨物の鉄道路線情報、及

び船社７社の航路情報を常に表示させる機能を追加した。情報表示にあたっては、全ての駅・

港に所在する市区町村を紐付けるとともに、途中の停車駅・港についても全て事前登録し、参

加企業が検索時に指定した条件にあう鉄道・船舶のダイヤ情報を常に表示させる様にした。 

なおデータ登録にあたっては、JR 貨物殿、及び船社のご担当者の方々にご協力頂いた。 

 

2. 検証用マッチングシステムの継続試行運用 
（1） 検証用マッチングシステムの継続試行運用 実施期間 

試行運用は、平成 27年11 月９日(月)午前９時から平成 28 年２月 12 日(金)午後７時まで

の約 3ヵ月間で実施した。 

 

（2） 検証用マッチングシステムの継続試行運用 参加企業 

試行運用は、荷主：2０社 物流事業者：2３社に参加いただき実施した。参加候補企業は、

特定業種に偏った構成とならず、かつ貨物積合せの親和性に良い候補企業を選定するとともに、

マクロデータ分析を実施し共同輸配送促進の潜在性がある都道府県を洗い出し当該都道府県に

事業拠点のある企業を候補企業として選定した。具体的には、『図表３』に示す切り口で物流セ

ンサスデータ３日間調査を分析し、兵庫県・岡山県・愛知県を共同輸配送促進に向けた潜在性

がある都道府県とした。 

 
図表 3 データ分析の切り口 

 

（3） 検証用マッチングシステムの試行運用 サボートセンターの設置 

試行運用期間中、事務局内にサポートンセンターを設置した。役割は次の通り。 

①試行期間中の問合せ対応 

②試行期間中の利用実態をモニタリング(ログデータ分析)し利用率の低い企業への活用依頼。 

③登録情報の内容を確認/分析し、マッチングの可能性のある情報を関係企業に情報発信。 
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（4） 検証用マッチングシステムの試行運用 結果 

試行運用の結果は、次の通りである。 

①総登録件数              ：１６９件 

②内 共輸配送実施に向け交渉に到った件数： １４組 

③内 共輸配送が実現した成立件数    ：  7 組 

更に試行後にアンケートとインタビュを実施し、共同輸配送促進に向けた課題を洗い出した。 

 

3. マッチングシステムの運営組織の特性等について 
平成 28 年度以降の継続運用を見据え、マッチングシステムを運営する組織が備えている事が

望ましい特性を整理した。『図表 4』に示す。 

 
図表 4 運営組織の特性 

 

運営候補組織に対するマッチングシステム利活用に向けた打診は、平成 28 年度以降に国主導

で個別に行う。その後、運営候補組織内で可能性を検討頂き、対応可能と判断された場合は、マ

ッチングシステムの運営組織として活動頂く。活動の全体像を『図表 5』に示す。 

 
図表５ マッチングシステム運営組織との調整に関する全体像 
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4. まとめ 
平成 26・27 年度に亘って実施した業務全体像と来年度以降の対応を『図表６』に示す。 

平成 26・27 年度のマッチングシステムの試行結果やアンケート、更にインタビュにて明らか

になった様々な課題は、共同輸配送促進に向けた重要な課題である事から、体系的に整理のうえ

平成 28年度以降のマッチングシステムの運営候補組織との調整に繋ぐ。 

整理した内容の概要を『図表７』に示す。 

 

 
図表 6 業務の全体像と来年度以降の対応 

 

 

   
図表 7 共同輸配送実現に向けた課題等 (概要) 
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5. おわりに 
 

CO2排出量削減に有用な共同輸配送の促進に向けた重要な施策のひとつである『効果的かつ

利便性の高いマッチングシステムの在り方』について、平成 26 年度より２ヵ年に亘り検証を

した。 

 

同業種・異業種間の出会いの場を提供するマッチングシステムの２回の試行では、約２０組の

出会いを実現しており、このうち半数の９組で共同輸配送が成立したことから (企業単位では 

１２組の出会い、内４組が共同輸配送成立)、本事業の目的である共同輸配送によるCO2排出量

削減の成果も確認することができた。さらに、本試行での出会いを契機として、企業同士が共同

輸配送にともに取り組むパートナーとしての関係性を継続発展させる動きもある。 

本検証により、共同輸配送に向けた企業間の出会いのためにマッチングシステムを導入・活用

することについて、一定の有用性があることが確認できた。 

 

一方で、共同輸配送の実施に向けた出会いは容易に実現するものではなく、「第５章 共同輸

配送実現に向けた課題」で整理したとおり、企業間の与信や信頼性、更には運用面での各種条

件の合致など、様々な課題解決が必要な事もわかった。 

また共同輸配送は、荷主と物流事業者が一丸となって実施する必要があるとの意見も多く、

積下し地での待ち時間削減や荷姿改善等、荷主の理解や協力を求める声も多くあげられた。 

 

『効果的かつ利便性の高いマッチングシステムの在り方』については、貨物情報・車両情報

を登録する現状の掲示板方式が良いとの声が、試行運用に参加した事業者から多く寄せられた。 

 

今後、共同輸配送を実施・検討している業界団体や民間事業者においては、企業間の出会い

を一層促進するマッチングシステムを導入することで、共同輸配送の輪を継続的に広げ、共同

輸配送成立率の向上を図っていくことも大いに検討すべきである。その際は、本検証において

試行運用を実施した検証用マッチングシステムのあり方や整理された課題・ポイントを活用し、

利用者の具体的なニーズに応じたマッチングシステムの仕様や運営組織のあり方のほか、企業

間の与信や信頼性、運用面での各種条件の合致等のシステム外の課題等について、十分に検討

を行う必要がある。 

  

CO2排出量の削減は急務であり、共同輸配送の促進のみならず、モーダルシフトの促進等、試

行に参加頂いた企業が CO2 排出量の削減に繋がる様々な物流効率化の取組みをしている事もわ

かった。引き続き、環境省においても低炭素化への取組みに繋げるための検討を行うとともに、

国土交通省においても荷主、物流事業者等の関係者の連携による共同輸配送やモーダルシフト等

物流の低炭素化に向けた取組みを推進していくことが必要である。 

 

CO2排出量の削減は急務であり、共同輸配送の促進のみならず、モーダルシフトの促進等、試

行に参加頂いた企業が CO2 排出量の削減に繋がる様々な物流効率化の取組みをしている事もわ

かった。引き続き、環境省においても低炭素化への取組みに繋げるための検討を行うとともに、

国土交通省においても荷主、物流事業者等の関係者の連携による共同輸配送やモーダルシフト等

物流の低炭素化に向けた取組みを推進していくことが必要である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Study on CO2 Reduction Potential in the Logistics Sector in FY2015 

Summary 
 

This is a follow-up to the study done in FY 2013 that established the importance of the 

business-to-business matching system, the place that participants in the same industry and 

in different sectors can meet to promote coordinated transportation and delivery.   

In FY 2014, 15 shippers and logistics companies cooperated to test the newly developed 

matching system for two weeks. Based on the result, the details of the effective and highly 

convenient matching system were analyzed. 

In FY 2015, following up the work of FY 2014, the study pursued the more effective and 

highly convenient matching system. To be more exact, in addition to the result from the 

trial of the previous fiscal year being used to make modifications, the matching system was 

improved to activate the modal shift. The trial with 43 shippers and logistics companies 

cooperating was implemented for three months.   

The characteristics of the operating organization of the matching system were also 

analyzed with an eye toward continuing operation FY 2016 and beyond. 

 

1. Modification of matching system for validation in the trial 

(1) Modifications in light of the previous year's trial results 

In the previous fiscal year, 15 companies cooperated. A total of 34 candidate items for 

modification were listed and summarized. (For more details, please refer to Chapter 2 of 

this paper.) 

For this fiscal year, these 34 items were examined and narrowed down to the list in 

Figure 1. All items and attributes were organized according to the expected effect of the 

modification, the level of importance based on the achievement of the goals, and the 

number of modification requests. 

 

Figure 1 : Items to modify in light of the previous year's trial results 



 

 

 

 (2) Modifications for the purpose of activating the modal shift 

The ultimate aim of this study is to achieve reduction of CO2 emissions. It is well 

known that, in addition to promotion of coordinated transportation and delivery, good use 

of rail and maritime transport can have a major effect in reducing CO2 emissions. 

However, as shown in Figure 2, progress in the areas of rail and maritime transport 

cannot yet be said to be sufficient, and greater efforts to improve are needed.  

 

Figure 2: Railway and maritime transport use 

A new function was created to view railway and shipping time schedules.  The purpose 

was to increase the possibilities for encounters resulting in matches for coordinated 

transportation and delivery among companies from different industries as well. 

In particular, the function to display the railroad information for JR Freight and 

nautical route information of 7 maritime transport companies at all times was added to 

the matching system, on top of the transportation network information list. In terms of 

displaying such information, all the municipalities where stations and ports are located 

are linked to one another.  All the stations and ports en route are also preregistered so 

that at the time of the search by the participating company, the time schedule table of rail 

and shipping that meet designated terms and conditions is always on display.    

For the data registration, the cooperation of people in charge at Japan Freight Railway 

Company and the shippers made a valuable contribution to this project.  

2. Continuous trial operation for validation of the matching system 

(1) Length of trial of continuous trial operation for validation of the matching system 

Trial operation was implemented for a period of slightly over 3 months, from 9 AM, 

Monday November 9, 2015 to 7 PM February 12, 2016. 

(2) Participating companies in continuous trial operation for validation of the matching 

system  

Trial operation was implemented with 20 shippers and 23 logistics companies. 

Candidate companies for participation were selected to avoid bias toward specific 

industries and to find good matches for mixed freight loading. They were selected first by 

macro data analysis to come up with the prefectures with the potential for coordinated 

transportation and delivery, and then the companies based in those prefectures were 

selected. In particular, the results were obtained by analyzing the logistics census data 

for three days based on perspectives shown in Figure 3. In the end, Hyogo, Okayama, and 

Aichi prefectures were found to have potential for coordinated transportation and 

delivery.  

 



 

 

 

 

Figure 3: Data analysis perspectives 

 (3) Creation of a support center for continuous trial operation for validation of the 

matching system 

During the period of trial operation, a support center was created within the office of the 

secretariat with the roles and functions shown below. 

a) Respond to questions during the trial operation period. 

b) Monitor and analyze log data so that the companies with low usage rate during the 

trial operation period are asked to consider the utilization. 

c) Confirm and analyze the contents of registered information. The information with 

matching potential is disseminated to the relevant companies.  

 (4) Trial operation results for continuous trial operation for validation of the matching 

system  

The results of the trial operation are as follows: 

a) Total registered item:169 

b) Number of cases leading to negotiations for coordinated transportation and delivery:14 

c) Number of cases implementing coordinated transportation and delivery: 7 

After the trial period was completed, surveys and interviews were conducted to elicit 

issues of promotion of coordinated transportation and delivery. 

3. Characteristics of the operating organization for the matching system 

Figure 4 below shows the summary of desirable features for the operating organization 

for the matching system in anticipation of the system being continuously operated in FY 

2016 and beyond. 



 

 

 

 

Figure 4: Characteristics of the operating organization 

The search for a party interested in operating the matching system will be led by the 

national government starting in FY 2016. The candidate for operating the system will 

first be asked to internally examine the possibility of taking up the responsibility. If the 

party decides that it could consider doing this, the national government will request the 

party to work as the organization to operate the matching system. Figure 5 shows the 

complete picture of the activities.   

 

Figure 5: Overview of coordination with the matching system operating organization 

 



 

 

 

4. Summary  

Figure 6 shows the overview of work done in FY 2014 and FY 2015 as well as the 

planned tasks in the next fiscal year and later. 

The issues arising from the trial results and survey results and interviews about the 

matching system in FY 2014 and FY 2015 are all important issues toward promoting 

coordinated transportation and delivery. They were systematically analyzed, and the 

outcome will be used to do better coordination with the matching system operator 

candidate in FY 2016 and beyond. 

Figure 7 shows the overview of this outcome. 

 

Figure 6:  Summary of work and expectations for the next fiscal year and beyond 

 

Figure 7:  Issues in realizing coordinated transportation and delivery (summary) 



 

 

 

5. Conclusion 

Creating an effective and highly convenient matching system is one of the important 

measures toward promoting coordinated transportation and delivery, which can help to 

reduce CO2 emissions. This was examined over a 2-year period starting in FY 2014.  

About 20 matches were realized during the two trial runs of the matching system, 

which offered the place to encounter companies in the same industry as well as in 

different industries. Out of those, about half of the cases, 9 to be exact, resulted in actual 

operations. It was confirmed that coordinated transportation and delivery had an effect 

in reducing CO2 emissions, which was the ultimate objective of this project. It was also 

seen that some companies, having met in this trial period, seem to be sustaining the 

partnership to develop the coordinated transportation and delivery program. 

This trial confirmed some usefulness for companies having and using the matching 

system to get connected for coordinated transportation and delivery.  

On the other hand, the encounter to implement coordinated transportation and 

delivery is not easily realized. As summarized in Chapter 5: “Challenges for Realizing 

Coordinated Transportation and Delivery,” many solutions will be required for the issues 

and problems like establishing credit limits and the reliability of B2B and even more 

matching of the various practical conditions facing the operation.   

Many said that to implement the coordinated transportation and delivery it is 

necessary for shippers and logistics businesses to work in tandem.  In addition, many 

requested the understanding and cooperation on the part of the shippers such as for 

reducing latency at unloading locations and improving packing. 

Many comments from business operators who participated in the trials were about 

creating an effective and highly convenient matching system. They said that the current 

bulletin board to register freight information and vehicle information is good. 

It should be noted that, if the trade associations or private businesses are to implement 

or examine the coordinated transportation and delivery system, they should consider 

using the matching system to promote the encounters between companies. In doing so, 

continuous expansion of the circle of potential partners for coordinated transportation 

and delivery should be strongly considered to improve the success rate.  

In using the matching system, it is important to leverage the issues and points that 

came up in these validation test runs. It is necessary to fully examine the specifications of 

the matching system in accordance with the concrete needs of the users and the way of 

running the organization.  In addition, other things such as credit limits and reliability 

of companies and meeting the various operating conditions should be fully examined.  

Reduction of CO2 emissions is an urgent necessity. We found that the participating 

companies are not only making efforts to promote coordinated transportation and 

delivery, but also undertaking various other efforts that will lead to reduction of CO2 

emissions. They include promotion of modal shift and making the logistics more efficient.  

The Ministry of Environment also needs to continue to promote efforts to reduce carbon 

emissions.  Additionally, the Ministry of Land, Infrastructure, Transportation and 

Tourism needs to promote efforts to reduce carbon emissions, such as through 

implementing coordinated transportation and delivery and modal shift by linking 

stakeholders in the logistics business and freight owners. 

 


